

































































as a Second Language ）  と EFL 







































                                                   
1 阿野・太田・荻原・増渕（2017: 10–11）.『英























CLIL （ Contents and Language are 
Integrated Learning「学習内容と学習
言語が統合された学習法」）と。EMI
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の教育が CLIL と EMI に移行している
ことに着目し、それら三者の差異につ
いて論述している。両氏によると、多




























                                                   
3 Brown and Bradford (2016: 328; 
http://jalt-publications.org/node/4/articles/60
58-emi-clil-cbi-differing-approaches-and-goa






































































                                                   
5 Chapple （2014: 1）。 
6 Chapple （2014: 1）。 













































































































































                                                   


































                                                   
9 吉田・小川・東（2017: 12） 

























































論 に お け る ジ ム ・ カ ミ ン ズ （ Jim 
Cummins ） の 「 Basic Interpersonal 
Communication Skills（基本的な対人
コミュニケーションスキル）」（BICS）
「 Cognitive Academic Language 
Proficiency（認知科学的言語能力）」









                                                   
13吉田・小川・東（2017: 34）。 


































                                                   


































                                                   
15 吉田・小川・東（2017: 38）。 
16 吉田・小川・東（2017: 59）。 
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